
 長周期地震動階級関連解説表作成に当たっての調査結果 

 

● 人の行動の困難さ 

肥田・永野（2012）１）は、東北地方太平洋沖地震における高層住宅におけるアンケート調査と調

査を行われた各階で実測された揺れの最大速度を用いて、概ね 20cm/s を超えると歩いたり動いたり

することにやや支障があり、60cm/s を超えると立っていることが出来なかった、としている。 

 

図１ 肥田・永野（2012）１）による、アンケートで得られた行動の支障の程度と床最大速度 

 

気象庁が高層のオフィスビルで行った聞き取り調査と、調査を行われた各階で実測された揺れの最大

速度では、歩けるがやや支障があった、という証言は概ね 20cm/s 以上概ね 50cm/s を超えると立ってい

ることが困難、這いつくばる、支えれば立っていられるが動けない、といった証言が得られた。また、

揺れによる人の行動の困難さは、各階で観測された最大加速度よりも最大速度の方が分離しやすいこと

が分かった。  

 

 

図２ 気象庁の調査で得られた行動の困難さと床最大加速度・最大速度の関係 
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 久保ほか（2012）２）は、工学院大学新宿校舎内での震度アンケート調査から、人の体感・行動につい

て、超高層建物においても震度階級関連解説表が示すような建物内部の様子とほぼ整合するような状況

となっている、と述べている。久保ほか（2012）で示されている低層階、中層階、高層階の最大速度と

アンケート調査の結果を比較すると、最大速度が 40cm/s 程度までは概ね行動が可能であるのに対し、

50cm/s を超えると立っていることが困難な状況となっている。 

 

 

  

図３ 久保ほか（2012）２）による、工学院大学新宿校舎における最大加速度・最大速度の観測値および

震度アンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



斉藤ほか（2011）３）は、東京都中央区に立つ 37 階建て超高層集合住宅（表 5 中のＦ棟）における東

北地方太平洋沖地震での観測記録と聞き取り調査では、最上階ではつかまっていなければ立てないほど

の揺れ、との証言が示され、高橋ほか（2007）による「行動難度曲線」では、高層階（18 階）以上では

やや乱れるものの滞りなく行動できる範囲である、と述べている。 

 

 

 図４ 斉藤ほか（2011）３）による、東京都中央区に立つ 37階建て超高層集合住宅の観測値および東京

都中央区内の超高層集合住宅に対する聞き取り調査結果 

 

 

 



斉藤（2012）４）は、東北地方太平洋沖地震での公共施設に対する聞き取り調査の結果、床加速度が 300gal、

床速度が 70kine を超えると「何も行動できない」という回答が多い、としている。 

 

図５ 斉藤（2012）による、揺れの感覚と床の加速度および速度との関係 

 

  



● 家具・什器等の転倒や移動 

日本建築家協会・耐震総合安全機構（2012）５）では、床応答の等価振動数と最大加速度によって家具

等の転倒限界が示されている。本図から、概ね周期 1.5 秒では、最も低い加速度で転倒が生じる書棚の転

倒限界に対する床応答の最大速度の最小値は 50cm/s となることが導かれる。（床応答の等価振動数＝床

応答の最大加速度／（２π×床応答の最大速度））  

 

 

図６ 日本建築家協会・耐震総合安全機構（2012）５）による、床応答の最大加速度・等価振動数と家

具の転倒限界の関係 

 

肥田・永野（2012）１）は、東北地方太平洋沖地震における高層住宅でのアンケート調査と調査を

行われた各階で実測された床最大速度を用いて、家具の転倒は概ね 20cm/s 程度から生じ始める、と

している。 

 

図７ 肥田・永野（2012）による、家具の転倒率と床最大速度の関係 

 



気象庁が高層のオフィスビルで行った聞き取り調査では、対象階で観測された最大速度が 20cm/s を超

えると、不安定な什器等の転倒が生じ始め、50cm/s を超えると什器が転倒する割合が多くなっている。 

 

図８ 気象庁の調査で得られた什器の転倒の状況と床最大加速度・最大速度の関係 

 

沢井ほか（1995）６）および小堀ほか（1995）７）は、兵庫県南部地震における高見フローラルタウンに

おける家具の転倒状況は、25 階、30 階など高層階に集中した、としている。 

 

表 1 沢井ほか（1995）による、平成７年（1995年）兵庫県南部地震において高見フローラルタウンで

観測された床最大加速度・最大速度・最大変位 

 

 

表２ 小堀ほか（1995）による、平成７年（1995 年）兵庫県南部地震において、高見フローラルタウン

の各階における家具の転倒状況 
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● 室内の吊り下げものや食器などの挙動 

 斉藤（2012）４）は、東北地方太平洋沖地震での公共施設に対する聞き取り調査の結果、80cm/s 以上で

「落下した」という回答がみられるが、大きく揺れたとの回答が多く、床の揺れの大きさとの関係はあ

まりみられない、としている。食器類の落下に対しては、床応答との層間が比較的高く、かなり落ちた

という回答は、床加速度 250gal、床速度 60cm/s を超える範囲に多い、としている。 

 

 

図 10 斉藤（2012）４）による、吊り下げ物の挙動、食器類やその他の棚や机の上の物の挙動と床の加速

度および速度との関係 

 

 

 

 



● 人の感じ方と周期 

野田ほか（2000）８）は、振動台実験の結果、振動の様子を表現する言葉が、概ね 0.1～1.5秒程度

（震度が対象とする周期）は「小刻み、細かい」、周期 1.5 秒以上の揺れは「ゆっくり」という、

実験結果が得られている。また、大きいという言葉は 0.16～1.0Hz を中心に表現され、特に変位が

0.63～10.0cmの範囲に多い、としている。 

 

図 11 野田ほか（2000）８）による、振動の様子を表現する言葉があらわれる範囲 

 

● 揺れの表現と物理量 

石川ほか（1994）９）では、振動台実験の結果、「強い、弱い」という感覚に働きかける強さの表

現は加速度との相関が良く、「大きい、小さい」は、速度や中心に振動を捉えた表現としている。 

 

図 12 石川ほか（1994）９）による、水平振動に対する感覚を表現する言葉と物理成分との関連 
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